
 

幼保小の        プログラムだより       
令和５年９月 27日 vol.９  

このお便りは、横浜市の「架け橋プログラム」の一環として発行しています。架け橋期の教育の

充実のために、みなさんの取組に生かしてください。 
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楽しみでもあり、ちょっぴり不安でもあるのが
「給食」です。どんなものが出るのかな、どうやっ
て食べるのかな等、興味は尽きません。 

学校ホームページは、現在の在校生の保護者にとって関心が高いのはもちろんですが、未来の在校生の保護者も、我が子が

これから通う学校がどんな学校か、知りたいと思いアクセスしています。特に就学時健康診断が近づく秋には、アク
セス数が増えるようです。学校への期待感を UPさせるホームページへ、アイデアを集めてみました。 

ぜったい人気！ 
給食特集！ 

9/6の学校便利帳と kintoneで「『幼保小の架け橋プログラム』バ

ナーの活用について」を発出しました。ぜひご活用ください。 

就学時健康診断前に、学校 HP の更新を！【前編】 

※ほかにも…低・中・高学年で、パンのサイズが違うと

いうのも新鮮な情報かもしれません。 

給食を写真で紹介するのは、お

すすめです。 

・米飯の方がパンよりも多い。 

・学校によって独自献立もあり。 

・栄養満点、豆料理が多く登場。 

・外国につながるメニューも。 

・カレーはルーから手作り 

などなど、情報はいろいろありそ

うです。 

 

おいしそうな給食の写真と献立が紹介されています。 
＜食育実践推進校のいずみ野小 HP より＞ 

 
＜給食の配膳の様子 
洋光台第二小 HP より＞ 
 

給食室から給食当番が

協力して食缶を運び、教室

で配膳して食べる。そんな

流れが分かることも大切

な情報です。 

 

教室での机の配置や食

事の風景など、食事をして

いる様子が伝わる写真も、

見てみたいなあという声

が、園の先生からありまし

た。 

思い切り走って遊んでみた
くなる、広い校庭 

キッズのことも 
  できたら知りたい・・・ 

学校の教育活動そのものではありませんが、校舎
内のどこにキッズクラブがあるのかは、学校によっ
て様々です。その場所や放課後に遊んでいる様子な
ども見ることができると、小学校生活へのイメージ
がもちやすいようです。 

雨上がりの校庭
に飛び出していく
子どもたち。 
＜本牧南小の 

HPより
＞ 
 

園と比べて広いのが学校です。校門に立った時、眼
前に広がる景色には圧倒されることも多いようです。
そんな校庭で、低学年から高学年まで、いろいろな学
年が入り混じって、楽しそうに遊んでいるのを見た
ら、一緒に走ってみたいと思うかもしれませんね 

給食に使うトウモロコシの皮

を、1年生の子どもたちがむいて

います。こうして自分たちで手

をかけたものが給食に出るのも

うれしいことですね。 

 

＜丸山台小の HP より＞ 

 


